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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　天壁と該天壁の外周縁から垂下する側壁とを有し、容器口部の雄ねじに螺合する雌ネジ
が前記側壁に形成されたキャップ本体と、該キャップ本体内部に嵌挿され、前記容器口部
を密封するパッキンとを備え、前記パッキンは、前記天壁と係合すると共に前記容器口部
の先端部と当接して覆う天板と、該天板から垂下し前記容器口部の内周面に密着する環状
の中足とを有するキャップにおいて、
　前記天壁と前記天板との係合面に、前記天壁の下面のみに、前記天板の上面のみに、ま
たは前記天壁の下面と前記天板の上面の両面に梨地状の凹凸を設け、
　前記パッキンの前記天板の外周縁に、前記天板に対して下方へ折れ曲がり、その内周面
が前記容器口部の外周面に当接した環状の折曲部が連設され、
　前記中足の外周面に、前記中足の根本に設けられ前記容器口部の内周面に密着する膨出
部に連続し、半径方向内方に湾曲する縮径部を設け、前記キャップ本体を前記容器口部に
装着する際に、前記容器口部の内周面と前記中足の外周面との間に間隔が生じ、
　前記天壁と前記側壁との境界付近には、斜め下方に内方に向かって突出する環状の付勢
部が形成されていることを特徴とするキャップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、種々の飲料(炭酸ガスの有無、アルコールの有無、果汁の有無など
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を問わない)を収容する容器の口部に対して取り付けられ、キャップ本体とパッキンとを
備えた耐熱性、または耐熱性及び耐圧性（耐熱圧性）を有するツーピース構造のキャップ
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のツーピース構造のキャップとして、例えば特許文献１には、パッキンの剛性を低
く設定することにより、キャップを容器口部に装着した状態で内圧によってパッキンに設
けられた中足が容器口部の内周面に対して押圧変形されることで、高い気密性を確保する
ことができるキャップが記載されている。
【０００３】
　特許文献２には、パッキンの天板に外周縁部に沿う外側シール部と、この外側シール部
よりも内側に内側シール部を設け、パッキンを容器口部に装着した状態で、外側シール部
が容器口部の外周に嵌合し内側シール部が容器口部に嵌入することで、容器の気密状態を
維持することができるキャップが記載されている。
【０００４】
　しかし、前記いずれの特許文献に記載のキャップでも、中足の外周面全体が容器の内周
面に密着することで容器内部の気密性を確保する形状を採用しているため、キャップを容
器に装着する際に中足が容器口部の内周面に摺接しキャップを巻き締めしにくく、巻き締
め不良が発生するという問題があった。
【０００５】
　また、果汁入り炭酸飲料用などのキャップ（耐熱圧性キャップ）は、容器に飲料を充填
しキャップを装着した後、温水シャワーにより内容液を殺菌するが、容器だけではなくキ
ャップ本体やパッキンも高温となり変形しやすくなっているところに容器に内圧がかかる
ことで、キャップ本体の天壁とパッキンの天板の中央が膨らむ現象（ドーミング現象）が
起こる。ドーミング現象が起こると、気密性が悪くなったり、パッキンの天板がキャップ
本体の天壁を押しつけて密着し、開栓の際に共回りしやすくなる問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平１１－１８０４５９号公報
【特許文献２】特開平８－３２４６１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は前記従来の問題点に鑑みてなされたもので、キャップを容器に装着する際にキ
ャップを容易に容器に巻き締めることができると共に、気密性を保持し、容器に装着され
たキャップを開栓する際に、キャップ本体とパッキンとが一緒に回転することを防止する
キャップを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を解決するため、本発明に係るキャップは、天壁と該天壁の外周縁から垂下す
る側壁とを有し、容器口部の雄ねじに螺合する雌ネジが前記側壁に形成されたキャップ本
体と、該キャップ本体内部に嵌挿され、前記容器口部を密封するパッキンとを備え、前記
パッキンは、前記天壁と係合すると共に前記容器口部の先端部と当接して覆う天板と、該
天板から垂下し前記容器口部の内周面に密着する環状の中足とを有するキャップにおいて
、
　前記天壁と前記天板との係合面に、前記天壁の下面のみに、前記天板の上面のみに、ま
たは前記天壁の下面と前記天板の上面の両面に梨地状の凹凸を設け、
　前記パッキンの前記天板の外周縁に、前記天板に対して下方へ折れ曲がり、その内周面
が前記容器口部の外周面に当接した環状の折曲部が連設され、
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　前記中足の外周面に、前記中足の根本に設けられ前記容器口部の内周面に密着する膨出
部に連続し、半径方向内方に湾曲する縮径部を設け、前記キャップ本体を前記容器口部に
装着する際に、前記容器口部の内周面と前記中足の外周面との間に間隔が生じ、
　前記天壁と前記側壁との境界付近には、斜め下方に内方に向かって突出する環状の付勢
部が形成されているものである。
【０００９】
　前記構成により、キャップが容器口部に装着された状態で、キャップ本体とパッキンと
が密着するのを防止することができる。従って、キャップを容器口部に装着された状態か
ら開栓するためにキャップ本体を回転しても、パッキンがキャップ本体と同時に回転する
共回りを防ぎ、キャップ本体を回転した瞬間に容器内容物のエアが抜けるのを防止するこ
とができる。
【００１１】
　折曲部が連設されることにより、キャップを容器に装着した状態で高い密着性を得るこ
とができる。
【００１２】
　縮径部を設けることにより、キャップを容器口部に装着する際に容器口部の内周面と中
足の外周面との間に間隔が生じるので、接触面積が小さくて摩擦力が小さくなる結果、キ
ャップを容易に容器口部に巻き締めすることができる。
【００１３】
　縮径部が膨出部に連続することにより、キャップを容器に装着した状態で容器口部の内
周面と縮径部との間に間隔が生じても、膨出部が容器口部の内周面に密着し高い気密性を
確保して、内容物が容器から漏出するのを防止することができる。
【００１４】
　また、ドーミング現象が起こっても、パッキンの中足が縮径部の変形により容器口部に
押さえつけられて、膨出部の容器口部内周面への密着を維持すると共に、折曲部の内周面
が容器口部の外周面に当接しているので、高い気密性を確保することができる。また、ド
ーミング現象により、パッキン天板がキャップ本体の天壁を押し付けても、キャップ本体
の天壁下面またはパッキンの天板上面に梨地状の凹凸を設けていることから、キャップ本
体とパッキンとが密着せず、開栓の際の共回りを防止できる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、天壁と天板との係合面に梨地状の凹凸を設けることにより、キャップ
本体を回転してもパッキンがキャップ本体と同時に回転する共回りを防ぎ、キャップ本体
を回転し開栓した瞬間に容器内容物のエアが抜けるのを防止することができる。
【００１６】
　また、パッキンの中足に縮径部を設けることにより、容器の内周面と中足との間に隙間
が生じ、接触面積が小さくて摩擦力が小さくなる結果、キャップを容器口部に装着する際
にキャップを容易に容器口部に巻き締めすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】（Ａ）は本発明の実施形態によるキャップの斜視図、（Ｂ）は本発明の実施形態
による容器の要部の構成を概略的に示す斜視図である。
【図２】図１のキャップを容器に閉栓した状態を示す半縦断面図である。
【図３】図２のキャップ本体とパッキンとの間の係合面の拡大断面図である。
【図４】図２のキャップのパッキンの構成を概略的に示す半縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　次に、添付図面を参照して本発明の実施形態を詳細に説明する。
【００１９】
　図１(Ａ)および図１(Ｂ)に示すように、本実施形態に係るキャップ１１は、キャップ１
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とは別に製造される容器(例えばペットボトル)２１の口部２２に装着されるものであり、
インジェクション成形またはコンプレッション成形により成形されている。
【００２０】
　一方、前記容器２１内に収容する内容物は、例えば果汁入り炭酸飲料である。しかし、
内容物は果汁入り炭酸飲料に限らず、その他のアルコール飲料(例えばワイン、スパーク
リングワイン)や炭酸飲料、清涼飲料水等であってもよい。
【００２１】
　そして図２に示すように、前記キャップ１１は、キャップ本体１２と前記容器口部２２
を密封する合成樹脂製のパッキン３１とを備えている。キャップ本体１２とパッキン３１
の素材には、柔軟性に優れるとともに摩擦抵抗が小さい合成樹脂を採用しており、例えば
ポリプロピレン(ホモ、ブロック、ランダム等)またはポリエチレン(HD(高密度)、LL(Line
ar Low Density)、LD(低密度)等)からなるベース樹脂を採用している。
【００２２】
　キャップ本体１２は、図１(Ａ)および図２に示すように、平面視において円形状の天壁
１３と、この天壁１３の外周部から垂下する側壁１４とを備えている。天壁１３の下面１
３ａには、後述する容器口部２２の先端部２４に向かって突出する突起１３ｂが形成され
ている。これにより、キャップ１１を容器２１に装着した状態で、この突起１３ｂがパッ
キン３１を先端部２４に押圧することで、容器口部２２のシール性を向上させている。た
だし、容器口部２２のシール性を確保することができる限り、前記突起１３ｂを設けない
構成も採用し得る。
【００２３】
　天壁１３と側壁１４との境界付近には、斜め下方に内方に向かって突出する環状の付勢
部１６が形成されている。側壁１４の外周面にはローレット溝１７を設け、内周面には雌
ねじ１８を設けることで、この雌ねじ１８が前記容器口部２２の雄ねじ２３に螺合する。
【００２４】
　一方、パッキン３１は、図２および図４に示すように、前記容器口部２２の先端部分２
４に当接してこれを覆う略円板状の天板３２と、この天板３２から垂下し、前記容器口部
２２の内周面２６に部分的に密着する環状(略円筒状)の中足３３とを同心状に備えている
。また、前記天板３２の外周縁には、天板３２に対して下方に折れ曲がり、その内周面が
容器口部２２の外周面２７に当接する環状の折曲部３４が連設されている。
【００２５】
　前記パッキン３１は、キャップ本体１２の上側内部に嵌め込まれている。すなわち、パ
ッキン３１の外径は、キャップ本体１２の雌ねじ１８の山部の内径よりも大きく、谷部の
内径よりも小さくなっていて、パッキン３１の周縁部がキャップ本体１２の雌ねじ１８の
上部に係止するように構成されている。
【００２６】
　本発明に係るキャップ本体１２の天壁１３とパッキン３１の天板３２との係合面を構成
する天板３２の上面３２ａには、図３に示すように、全体に梨地状の凹凸が形成されてい
る。他方で、天壁１３の下面１３ａは平坦に形成されている。これにより、キャップ１１
を容器２１に装着した状態では、キャップ本体１２とパッキン３１とが密着しないように
なっている。上面３２ａの表面粗さ（十点平均粗さ）Ｒｚは、ここでは好ましくは６．０
～２５．０μｍである。
【００２７】
　また、本実施形態では、梨地状の凹凸を天板３２の上面３２ａに形成したが、例えば、
天壁１３の下面１３ａに前記凹凸を形成し、天板３２の上面３２ａを平坦に形成してもよ
い。更に、天壁１３の下面１３ａと天板３２の上面３２ａの両方に前記凹凸を形成する構
成を採用しても同様の効果が得られる。
【００２８】
　図４に示すように、中足３３の外周面には、天板３２と連続し中足３３の根本３７を構
成する縮径部３８と、この縮径部３８から天板３２と反対方向に連続する膨出部３９とが
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形成されている。
【００２９】
　縮径部３８は、容器２１の内周面２６との間に所定の間隔Ｌ１（図２参照）が生じるよ
うに、半径方向内方に湾曲している。具体的には、ここでは容器２１の内周面２６の内半
径Ｌ２が１０．３ｍｍであるのに対し、縮径部３８の半径Ｌ３は１０．２５ｍｍから１０
．２７５ｍｍである構成を採用している。従って、容器２１の内周面２６と縮径部３８と
の間に０．０２５ｍｍから０．０５ｍｍである間隔Ｌ１が生じる。
【００３０】
　膨出部３９は、前記縮径部３８と連続し下方にある最大径部４２に向かって外径が大き
くなり、最大径部４２から下方にある先端４３に向かって外径が小さくなるように構成さ
れている。キャップ１１が容器２１に装着された状態で、容器口部２２の内周面２６に対
して最大径部４２が最も強く当接する。
【００３１】
　続いて、キャップ１１の容器口部２２に対する装着動作について説明する。
【００３２】
　キャップ１１を容器口部２２に対して装着するために、キャップ本体１２の雌ねじ１８
を容器口部２２の雄ねじ２３に螺合させた上で、キャップ本体１２に図１(Ａ)の矢印Ｓ方
向の回転力を加える。このとき、パッキン３１の中足３３に縮径部３８を形成することに
より、容器２１の内周面２６と中足３３との間に間隔Ｌ１があって接触面積が小さく摩擦
力が小さいため、キャップ１１を容器口部２２に容易に巻き締めることができる。また、
これにより巻き締め不良が発生することを防止する。そして、キャップ本体１２は図１(
Ａ)において下向きに螺進し装着は完了する。
【００３３】
　この装着状態(閉栓状態)においては、パッキン３１の中足３３の一部である膨出部３９
が容器口部２２の内周面２６に密着する(図２参照)。これにより、縮径部３８が装着状態
時に容器口部２２の内周面２６から所定の間隔Ｌ１を隔てて配置されても、高い気密性を
確保し内容物が容器２１から漏出するのを防止することができる。
【００３４】
　更に、パッキン３１の中足３３と折曲部３４との間にあるフランジ部分３６は容器口部
２２の先端部分(先端面)２４に密着し、パッキン３１の折曲部３４は付勢部１６に押圧さ
れて容器口部２２の外周面２７に密着する。ここで、容器口部２２に装着した状態のキャ
ップ１１は、容器口部２２の内周面２６に当接する中足３３が半径方向内方に弾性変形し
た状態となる。
【００３５】
　そして、容器口部２２に装着したキャップ１１のキャップ本体１２に対して図１(Ａ)の
矢印Ｏ方向の回転力を加えることにより開栓する。このとき、天板３２の上面３２ａに梨
地状の凹凸を形成することにより、天壁１３の下面１３ａと天板３２の上面３２ａとが密
着するのを防止している。従って、キャップ本体１２を回転しても、キャップ本体１２と
パッキン３１とが同時に回転する共回りを防ぎ、キャップ本体１２を回転し開栓した瞬間
に容器内容物のエアが抜けるのを防止することができる。
【００３６】
　更に、キャップ本体１２を回転するとキャップ本体１２の雌ねじ１８と容器２１の雄ね
じ２３とが摺接し、キャップ本体１２は上方に螺進する。一方で、パッキン３１は容器口
部２２に密着したままである。キャップ本体１２の回転を続けると、最上部にある雌ねじ
１８がパッキン３１の折曲部３４と当接して押し上げるので、キャップ本体１２はパッキ
ン３１と共に上方に螺進する。そして、雌ねじ１８と雄ねじ２３との摺接が終わると、キ
ャップ本体１２はパッキン３１と共に容器２１から螺脱する。
【符号の説明】
【００３７】
　　１１　キャップ
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　　１２　キャップ本体
　　１３　天壁
　　１４　側壁
　　１８　雌ねじ
　　２２　容器口部
　　２３　雄ねじ
　　３１　パッキン
　　３２　天板
　　３３　中足
　　３４　折曲部
　　３８　縮径部
　　３９　膨出部

【図１】 【図２】
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